


















 

親の虐待や養育放棄によって心身に深い傷を負い、健全な発育発達と幸福を阻まれている

子らの実態は、わが国では必ずしも明かでない。実態把握のための調査研究はこれまでい

くつか為されてきたが、そのほとんどが児童相談所における児童福祉分野の調査であり、

医療分野では、多数症例を経験している医療機関でのまとめが散見されるにすぎない。被

虐待児とその家庭の問題は、本質的に医療(小児科、脳外科、神経科、整形外科、精神科等)、

福祉、心理、地域保健活動、教育、司法等多機関多分野の連携による包括的対応を要する

もので、各分野で調査研究とアクションを展開する一方、それらをつないでいく必要があ

る。 

 われわれは、小児医療の場における被虐待児の実態を全国調査し、問題点を解析し、対

応策を検討する目的で、過去2年間の予備的取り組みを経て、本年度より本格的な継続的

調査研究を開始した。 


